
令和5年12月9日●土

締  切：令和5年12月6日（水）15:00まで
※参加に必要な「ミーティングID」と「パスコード」は11月下旬に
　主催者から申込者各自にお知らせします。

国立大学法人 宮城教育大学 
上廣倫理教育アカデミー
☎022-214-3611
E-mail p4c＠grp.miyakyo-u.ac.jp
http://p4c-miyagi.com

お問い合わせ

13：30～15：35

申し込み方法

参加費
無料

　「探究の対話（p4c）」では，子どもたちが問いを立て，円座での対話を通して考えを深めていきます。基盤となるのは，「何
を話しても否定されない，みんながちゃんと聞いてくれる」という安心感（Safety）です。心を育て，集団を育てながら思考力
を高め，学習指導要領の基本的な考え方の１つに示された「主体的かつ協働的な学び」を目指しています。 
　基調講演として，株式会社 仙台三越 代表取締役社長 小宮仁奈子氏をお迎えし，昨今，企業内でも対話が重視されている
ことに焦点を当てて，キャリア教育における対話の果たす役割についてお話をいただきます。
　続いて，基調提案を文部科学省国立教育政策研究所の西野真由美総括研究官より「対話で育む探究的な学び」というテー
マで，「探究の対話(p4c)」が拓く可能性についてお話をいただきます。
　それを受けて， 合意形成の対話(p4c)を研究している新潟大学豊田光世准教授，学校関係者を交え，「探究の対話（p4c）」
の価値や必要性について議論していただきます。
　この研究会を通して，「探究の対話(p4c)」活用の有効性を様々な分野の有識者の議論から明らかにし，参加者同士が広く
共有するとともに，新たな教育の創造につなげていくことを期待しています。

右記QRコードから「上廣倫理教育アカデミー」HPにアクセスし，
バナー「研究会のお申し込みはこちらから」の応募フォームより
お申し込みください。

国立大学法人宮城教育大学　公益財団法人上廣倫理財団

宮城県教育委員会，仙台市教育委員会，宮城県PTA連合会，仙台市PTA協議会

主　催

後　援

「探究の対話(p4c)」の可能性
～予測不能な時代を生き抜くために～

2023年度2023年度
探究の対話（p4c）

研究会（オンライン）

参 加 費

無 料

スマートフォンやPCなど
オンライン環境のある方なら

参加できます。

ZOOMを使った
オンライン

「上廣倫理教育アカデミー」HPのバナー
「研究会のお申し込みはこちらから」の
応募フォームよりお申し込みください。



2023年度探究の対話（p4c）研究会（オンライン）

オンライン受付

開　　　会
趣旨 説 明

12:50~

13:30~

PROGRAM

日野　大治 氏

川﨑　惣一

西野 真由美 氏

豊田 光世 氏

小宮 仁奈子 氏

閉会の挨拶

全　体　会 13:40~

閉　　　会 15:30~

企業における対話の有効性について

「探究の対話(p4c)」の可能性
～予測不能な時代を生き抜くために～

休　　　憩14:20~

14:25~

基調講演

対話で育む探究的な学び基調提案

川﨑　惣一　   宮城教育大学 教授 

小宮 仁奈子 氏
株式会社 仙台三越 代表取締役社長 

西野 真由美 氏
文部科学省国立教育政策研究所 総括研究官 

豊田 　光世 氏
新潟大学 准教授 

日野 　大治 氏
宮城県立支援学校女川高等学園 教頭

「探究の対話(p4c)」の可能性
～予測不能な世界を
　　　  生き抜くために～

パネルディスカッション・ラウンドテーブル

コーディネーター

パネリスト

布施 　辰哉 氏  仙台市立八木山中学校 校長 

見田 　佳代 氏  仙台市立若林小学校 校長 

宮城教育大学Pすく～る 学生 2名

ラウンドテーブル

 宮城教育大学 教授　上廣倫理教育アカデミー 所長 佐藤　哲也

株式会社 仙台三越 代表取締役社長　小宮 仁奈子 氏

文部科学省国立教育政策研究所 総括研究官　西野 真由美 氏

宮城教育大学 上廣倫理教育アカデミー 副所長　 堤　　祐子


